
  

一 

都
市
計
画
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱 

一 
都
市
計
画
等
の
見
直
し
に
関
す
る
措
置 

政
府
は
、
都
市
計
画
を
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
及
び
準
都
市
計
画
区
域

並
び
に
都
市
計
画
の
見
直
し
が
定
期
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ

と
。 

（
附
則
第
四
項
関
係
） 

二 

検
討 

 

１ 

政
府
は
、
都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
当
該
都
市
計
画
に
係
る
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
措
置
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
国
民
の
権
利
利
益
の
救
済
の
範
囲
を
拡
大
す
る
観
点
か
ら
、
都
市
計
画
に

係
る
不
服
申
立
て
及
び
訴
訟
の
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
こ
と
。 

（
附
則
第
五
項
関
係
） 

 

２ 

政
府
は
、
都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
た
後
都
市
計
画
事
業
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
長
期
間
が
経
過
す
る
場
合
が
生
じ
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
、
都
市
計
画
法
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
施
設
の
区
域
等
内
に
お
け
る
建
築
物
の
建
築
の

制
限
を
受
け
る
者
の
当
該
制
限
に
よ
り
生
ず
る
経
済
上
の
不
利
益
に
対
応
す
る
た
め
の
措
置
の
必
要
性
の
有
無
に
つ
い
て



 

二 

検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

（
附
則
第
六
項
関
係
） 

三 
施
行
期
日 

 
 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。 


